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自律移動支援プロジェクト　愛知万博での実証実験

　２００５年日本国際博覧会「愛・地球博」において、ユビキタスコンピュータ技術を活用した「多言語
による会場案内」及び「障害者等への目的地案内」の実証実験を行い、国内外のモニターの方々に
実体験して頂く。

①対象
　訪日外国人

②場所
　グローバルループ上
　（約2.6km）

③提供するサービス
　多言語（英、仏、スペイン、中国、韓国
　等）で、会場の位置（パビリオン、トイ
　レ、レストラン）及びパビリオンの展示
　内容などの情報提供

④使用機器
　微弱無線マーカー、シールタグ

①対象
　障害者等

②場所
　瀬戸会場入口からパビリオン間

③提供するサービス
　誘導ブロックに設置されたIC
　タグ、アクティブタグから目
　的地等の案内情報提供

④使用機器
　ICタグ付誘導ブロック、アク
　ティブタグ、シールタグ

長久手会場において、無線マー
カー、ICタグなどを用い「多言
語(英、仏、スペイン、中国、韓
国など)」で会場案内を行う

瀬戸会場において、ICタグ付き誘
導ブロック、太陽電池内蔵タグな
どを用い、歩行者支援情報の提
供を行う

長久手会場

瀬戸会場

ICタグによる情報提供

無線マーカーによ
る多言語ガイド

誘導ブロックによ
る視覚障害者ナ
ビゲーション

太陽電池駆動の
無線マーカー
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自律移動支援プロジェクト　北側国土交通大臣愛知万博視察　１月１３日　

平成17年1月14日（金）

中日新聞　３１面

パネルを手に愛知万博における実証実験について語られる北側大臣



実証実験エリア
愛知万博瀬戸会場

自律移動支援プロジェクト　愛知万博　瀬戸会場の実験数量　

種  目 数  量 

IC タグ付視覚障害者誘導用ブロック 

（視覚障害者誘導用ブロック全体数量）

    812 枚 

（1,393 枚）

RFID タグ  96 枚 

微弱無線マーカ、赤外線マーカ 等  15 基 

【情報発信デバイス設置数量】



自律移動支援プロジェクト　愛知万博での実証実験の工程　





（まちづくり）　情報新技術を活用したまちづくりの推進　　　５億円

関係局：都市整備局　ほか

　いつでも、どこでも、誰でもが、必要な情報を自由にやりとりできる
という「ユビキタス」社会が実現しつつある。
　一定のエリアで、ＩＣタグ（※1）等を活用した観光情報の提供に実験的
に取り組み、その実用性と効果を検証し、情報化の進展に適切に対応し
ていく。

取組　ＩＣタグの活用可能性の検討

○ ＩＣタグ等の技術を活用して、秋葉原や上野など（※2）の一定エリア内で、店舗、
　施設の観光情報を都民や来訪者に提供し、この技術の実用性と効果を検証する。

＜ ＩＣタグ活用の例  ＞

（※1）ＩＣタグ…超小型のＩＣ（集積回路）チップにアンテナをつけ、読取装置などと接触する
ことなくデータのやり取りができる荷札（タグ)。小型 (数 cm から数 mm 角程度) で扱い
が容易なため、様々なものに取り付けることが可能

（※2）臨海副都心、銀座も候補地として検討



平成１７年２月１８日 

青森県記者発表資料 

 

 

 

平成１７年度当初予算事業概要（抜粋） 
 課 名 情報システム課                                                    （単位：千円） 

  予 算 額  

     事業名等  前年度当初                内                容 

  予  算  額  

６ ユビキタスあお     3,443  ユビキタスネットワーク社会に対する県民理解と普及啓発を図るため、 

  もり普及・調整          (0) イベント参画、普及セミナー開催等に要する経費 

  事業費   

７ 優しさつながる       16,557  電子タグ等の新しい情報通信技術の利活用の方向性について、関係機関 

  ユビキタスあお         (0) が連携して課題を検討するとともに、本県の特性や地域のニーズに対応可 

  もり推進事業費  能な技術の検証に要する経費 

   

  １ 優Ｕ委員会の運営経費（新規）              1,557 

    「優しさつながるユビキタスあおもり推進委員会」運営に要する経費 

  ２ ゆきナビあおもりプロジェクト（積雪寒冷地における歩行支援技術検

    証事業）費（新規）                   15,000

    積雪寒冷地における歩行支援技術（場所情報の提供技術）の有効性検 

    証に要する経費 

 



青森県 平成17年２月15日 

自律移動支援「ゆきナビあおもりプロジェクト」  
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プロジェクトの目的

  

て社会参加し、快適で豊かな生活を送る 
り  

も高齢者、障害者を含め誰もが安心して 
る環境づくり 

でも、だれでも必要な情報を必要なとき 
境づくり 

所情報システム」を活用するにあたって、

等の有効性を検討・検証する 

 

 
 
青森で実施する意義

  

雪寒冷地で青森市は特別豪雪地帯に指定 

雪量は７５０Ｃｍで、人口３０万人規模 
日本一の豪雪都市 

深は１５３Ｃｍ、平均降雪日数６４日で 
は２０日 

援する情報提供システム構築に向けては 

い気象条件のある地域においてもハード 
認・検証が必要 



IT CITY MESSE in GIFUIT CITY MESSE in GIFU
－－第６回全国都市づくり先進情報技術展－第６回全国都市づくり先進情報技術展－

２００５年７月１４日（木）～１５日（金）　岐阜メモリアルセンターで開催予定

■展示会の開催趣旨
　　・ＩＴを活用した都市づくりの推進
　　　ｅｘ．新三種の神器（携帯電話、カーナビ、デジタルテレビ）
　　
　　・市町村のＩＴ活用に向けた情報の収集・提供
　　
　　・ＩＴを通じた都市における「生活の利便性向上」、
　　　「経済の活性化」

■■出展社・団体数の推移出展社・団体数の推移

　第１回（2000） 　79社・団体
　第２回（2001）　100社・団体
　第３回（2002）　108社・団体
第４回（2003） 　80社・団体
第５回（2004）　121社・団体

■■来場数の推移来場数の推移

　第１回（2000）　　11,056人
　第２回（2001）　　14,602人
　第３回（2002）　　14,730人
　第４回（2003）　　15,472人
　第５回（2004）　　20,370人



IT CITY MESSE in GIFUIT CITY MESSE in GIFUの概要の概要
　次回の（平成１７年度７月）では、「ユビキタス社会の実現に向けた都市生活の利便性向上」を重
点的なテーマとして位置付け、「携帯端末やＩＣカードを活用した都市づくりに関するソリューション」
を中心に展示やセミナーを行う予定。
　
　＊基調講演予定

　坂　村　　　健　　氏　（東京大学大学院情報学環・学際情報学府教授）　　
　　　　　　　　　　　テーマ：「自律移動支援プロジェクトについて（仮題）」

■展示会への参加形式
　
　（１）展示ブースでの設置

　（２）セミナーでの講演

　（３）会場内でのデモ・プレゼンの実施

　（４）「ＩＴを活用したまちづくり事例集」への掲載

■岐阜県内でのＩＴ実証実験又は実用化への取り組み

（１）日本昭和村における歩行者ＩＴＳを活用した公園案内システム
　 （２）長良川河畔道路等のＣＧ技術を活用した景観シミュレーション
　 （３）ＩＣチップ搭載の携帯電話を活用した決済・情報配信・マーケティング、個人認証機　

　　　　能による公共交通、観光施設、商店街等の活性化（実証実験のデモを展示会で実施予定）
　 （４）GPSを利用して地中の水道施設へ誘導する管路ナビゲーションシステム



総務省関連資料



総務省－１「「超小型チップネットワーキング技術超小型チップネットワーキング技術の研究開発」開発技術内容の研究開発」開発技術内容

100億個（一人が関わるチップ数が100個、1億人を対象）の超小型チップを協調・制御するネットワーク技術

(a)超小型チップシステム技術

　超小型チップのシステムアーキテクチャ、超小型チップによる多数のノードが多重化通信できるシステム技術

(b)超小型チップ大量ノード管理技術

　多数の超小型チップノードに関する識別子や位置など、様々な情報を自動的に制御・管理する技術　

有価証券
・小切手
・商品券

ブランド品

服

書籍 書類

小包

大量の超小型ﾁｯﾌﾟ
の接続制御

超小型ﾁｯﾌﾟ

超小型ﾁｯﾌﾟﾈｯﾄﾜｰｷﾝｸﾞ技術

※　本研究開発は、「ユビキタスネットワーク（何でもどこでもネットワーク）技術の研究開発」の一環として実施 。



総務省－２電子タグを活用した電子タグを活用したITSITSアプリケーション実験例アプリケーション実験例

RFIDタグ

個々の位置検出領域での検出タイミング等で移動体の進行方向・
スピード等の状況を認識し、周辺の車両に最適な情報を配信する。

RFIDタグRFIDタグ

位置検出領域A位置検出領域B

RFIDタグ

【コイル】＋【LF信号発生装置】
RFIDタグに対し位置情報を通知

・自律移動支援プロジェクトを横須賀市においても実施

・950MHz帯パッシブタグシステム、各種アクティブシステムを始めとする
　様々な電子タグシステムをITS等のアプリケーションに応用

車イスが横断し
ています

前方に障害物
があります

自転車が近づ
いています



総務省－３ネットワークロボッネットワークロボッ

過去の実験の実施例

動作例

小学校
a) 子供の遊び相手など
b) 昼休み１時間／日×２週間
c) ３０名×（１年生 or ６年生）

指差しを交えた案内（道順や展示物について）

大阪市立科学館
a) 展示物の説明、案内
b) ８時間／日×２ヶ月間
c) 子供から大人まですべての
　来場者、約１万名

握手 一緒に体操雑談

神戸市実証実験エリアでの実験計画（案）
a)  実証実験の内容
　道に迷っている通行人を検知し、既に設置されている電子タグやマー
カとの連携により、道案内や情報提供を行う。さらに、音声翻訳と組
み合わせ、外国人の道案内を可能とする。

b)  実施時期
　平成１７年秋に１０日程度実証実験を実施予定。

c) 実施場所
　神戸市三宮地下街等の屋内において実施予定。　

 

RFIDタグ

開発機関：㈱国際電気通信基礎技術研究所（ＡＴＲ）

・　赤外線センサーや電子タグとの連動、ロボット相互間の連携動作が可能

　　→　街頭での道案内を実現。



抜　粋



４．生活
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